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群馬 武尊山のP,don,a
斉藤 秀生

上州雜は、 その興味あるヵミキリ相から、 関東のカ ミキリ研究者はもちろんのこと地方の研究者
にまで一 目おかれている地域である。 武尊山は日光地方に近く谷川連峰にも近接しているが、地形的
には日光白根山からも谷川連峰からも独立している特異な山である。  したがって力 ミキリ類において

も注日すべき種がぃくっかあり、オオホソコパネカミキ1)Necyda,1is soiida、  クロホソコバネカミ
キ、) N . んar7aandi を初めォォハナカミキ1) Anopiodera gralmiata、 セアカハナカミキリLeptura
thorae,,ea、  コヨツスジハナカミキリ L . M?t i i,s といったブナ カンバ類にそのHostをもつ種が
多産し、マダラコ'マフカミキリMes・osa peed,Za、 コブヤハズカ ミキリMesechtんi sta tus btnod os・u,s、

ア カ ガネカ ミ キリ P iec t ru ra metai i, caなどの他地域では少ない種の記録も多いo
ところが現在まで武尊山のカミキリについてまとめられているものはほとんどなく、 藤田 ( 1971 )
などに見られるのみであり、他には採集記録程度の報告や短報が若干見られる。 筆者はP,doma類を
記録するとともに、 P idonia属を用いて武尊山の地域性についても触れてみたい。

調査地域とその概要

調査地域は武尊山の束側を流れる東俣沢の上流部の林道 ( 特に終点付近 ) とその尾根部である。

当地は従来典型的なチシマザサ・ ブナ群の原生林で、 ブナ・ ダケカンパ・ チシマザサが圧倒的に優

占しており他にミズナラ・ シラカバ・ イタヤカエデ・ センノキ・ ノリウッギなどが自生しているとい

う植生であるが、今日では伐採が進みそのほとんどがヵラマツの植林となっている。 したがって従来

の植生が残っている地域は東俣沢の上流部と西俣沢にはさまれた尾根部 ( 武尊牧場からの武尊山登山

ルート上) のみである。 また尾根部のブナ群の原生林も囲りの開けた植生( チシマザサとヵラマツの

1 . セスジヒメハナカミキリ, 2 . セスジヒメハナ, 3 .  ミワヒメハナ, 4 . ミワ
ヒメハナ.



幼木) の影響を受け年々 衰弱していく傾向にある。

武算山のP idoniaリス ト
1. Pidonia (Mum,olt ) debiZis・ ( Kraatz )
チャイロヒメハナカミキリ

22. VII i 974 ,  25 - 27. VII i 975.

本種は武尊においてごく普通に見られ、 8 月に入ってからノリウッギなどの花上で多く見られる。

2.  Pidoma ( p i d - ) puzi ioi ( S0lsky )
フタオビチビハナカミキリ

7 月末以後では調査地域内では得られないが、十二社では春から残っている個体が得られる。

3. Pido・r,ia( 0 . ) t _acea (Matsushita)
ニセフタオビチビハナカミキリ

t i生図の凡例
針葉樹

P シラビソ ・ オオシラビソ群集

X 力ラマツの植林

Y ウラジロモミ群集

Z スギ・ ヒノキ・ サワラ群集

2

武算山周辺の植生

ブナ・ ミズナラ・ ダケカンパなど

1. ササ・ ダケカンパ群集

2.  ミヤマハンノキ・ ダケカンバ群集

3. チシマザサ・ ブナ群集

4. ブナ・ ミズナラ群集

5.  ミズナラ ・ リgウブ群集

その他

A 牧草地
B クヌギ・ コナラ群集

C 畑 地

D 伐採跡地
0 高山低木林



5 . 二セフタオピノ ミハナ, 6
8 . シラネヒメハナ, (自根山産)
♀ (武算山産)

ニセ ョ コモンヒメ ハナ, 7 . ニセヨコモンヒメハナ, 早
9 . シラネヒメハナ, (武◆山産)   10. シラネヒメハナ,

22. fat. 1974, 25 - 26. Vli. 1975 .

ヤグルマソウ・ ヤマブキシgウマなどでごく少数得られるのみである。
4. Pidonia ( PidoTna) 1,1_, turata P ic
ヨコモン ヒメハナカ ミキリ

22. vII i 974.

7 月末にャマブキシgウマなどで得られるが日光地方に比べ極めて少ない。
5.   P. (P. ) .s、,nt u ima Ohbayashi et Hayash i

3



ニセョコモンヒ メハナカミキリ

夏期において武尊山では得られず、十二社付近のイワガラミなどで得られる。
6. p. (P. ) lnasak,i ,, Tamanuki
ムネァカヨコモンヒメハナカミキリ

22. 1flI. 1974,  25 -27. Vii i975.
個体数が極めて多くmacuhtんora.r , do biz,s・ と並ぶ優占種であるo

7. P. (P. )am, - ata (Bates )
セスジヒメハナカミキリ

22. Vii i974,  25. Vii i975.
夏期の武尊では極めて少ない。 日光地方で夏期に得られる個体と同様なkur°sau;al ( 北海道' 東北
亜種) と似た形態を現わす。

8. p. (P. ) ,n,,u;al (Matsushita )
ミワヒメハナカミキリ

22. Ⅷ. 1974, 26. Ⅷ. 1975.

ャグルマソウ・ ャマブキシ3 ウマなどから得られ、個体数も多くはないが確実に見られる。

9. P. ( P. ) obscur ior P ic

シラネヒメハナカミキリ

25 - 26. Vii i 975.

insuturata同様白根山を中心とする日光地域に比べ極端に数が少ない。
10. p. (P. )mats・us・hitai Ohbayashi
へリモンヒメハナカミキリ

22. . 1974.

個体数は少ないがブナ林内の閉鎖された花から開けた場所の花まで見られる。
l t . p. (P. ) s・ignifera (Bates)
ナガパヒメハナカミキリ

22. vII i974.
夏期の武尊では極めて少ない。

l 2. P. ( P. ) nacui i thora.r P ic
力クムネヒメハナカミキリ

22. Vii i974,  25 - 27. Vii i975.
武尊において優占種の1 っである。 チシマザサとヵラマツの幼木間に散在するノリウッギからも多
数得られる。

13. P. (P. ) graih tr i、r(Bates)
オオヒメハナカミキリ

22. . 1974, 25 - 27 . Vii i 975.

7 月中は多くはないが8 月に入るとdeb,its, m,as・aki,, , m,acuhtho7a と並んでノ リウッギなど

で多数見られる。

14. p. ( P. ) dtscoida1li s・ P ic

4
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キベリクロヒメハナカミキリ

22. Vii i 974 .

matsush, taiと同様に閉鎖された花から開けた花まで見られ、日光地域のものと形態的にもかわら
ない。

7月末から8 月にかけ調査地域内で得た個体から、 一般に武尊にはブナ林性のP ,doniaが多いとい
うことになるo それはmasak, t、  maeu,ii thora、r、  grai iatr iaが極めて多いこと、およびtes・tacea、
,,ns・utu ra ta、 o,bs・curlerなどの針葉樹林性のPidonia が極端に少ないことなどから明らかである。

またその反面、  日光白根山においてブナ林に多い.sem.tobscura ホソガタヒメハナカミキリおよびoh-
bay,as・hi iオオバヤシヒメハナカミキリが全く得られなかった。 この原因は伐採による植生の変動に
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武尊山周辺の山々 、

,
,
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よるもの、 調査の片よ りによるものなどが考えられるが、 武尊山の持つ特殊性によるものとも考えら

れる。本調査によれば7 月のヤグルマソウ・ オニシモツケでは zi i o◆、 .s, m,l i im,a を除く上記の
12種がすべて見られ、 debi i is 、  mas・aki,などが優占するが、  8 月のノリウッキ'ではこの2 種と

m.acui, t?oraaおよびgra i?a tr,.z・ のみが多数訪花していた。

いく つかの興味ある種について
o ョコモン l::;メハナカミキリ
武尊における本種は個体数が少ないということ以外に特徴的なことはない。 しかし武尊と他の近接

する山々 との位置的な関係からは興味ある事がらが考えられる。

,ns・uturataはその生活圏をシラビソ ・ オオシラビソの針葉樹林帯に持ち、  日光が原産地で白根山

系に極めて多い。また本種に近縁の sんi , クロヨコモンヒメハナカ ミキリは苗場山などを原産地

とし、群馬・ 新潟県境の清水 にも多産する( 斉藤・ 鈴木1975 )。さらにhayashiiも i - turata同
様にシラビソ ・ オオシラビソの針葉樹林帯に生活圏を持っているが、 現在のところこの両者の混生地

6



域は知られていない。 武尊は ,.nsuturataの多産する日光白根山からも hayas・h,. ,. の多産する清水 を

有する谷川連峰とも独立しており、なぉかっ両地域の中間的な場所に位置している。 今回の調査地域

( チシマザサ・ ブナ群) のブナ帯では inM.turataがごくわずか得られたが、両種の本来の生活圏では
どのような割合になるのかが大きな興味の対称となる。 すなわちそれは武尊山頂の北部から西部に存

在するシラビソ・ オオシラビソ群の原生林には,n,suturataが生息するのか、あるいはha31,zshiiが分
布するのかという間題である。 機会があれば調査したいと考えているが、読者の方々 にも積極的な調

査をお勧めしたい。

° ミワヒメハナカミキリ

武尊の本種の最も特徴的なことは、 雄の上翅の斑紋が中央側部のものを残して消える ( 二救型 ) 地

域型を現わし、通常の斑紋を持った個体は全く現われないことである。 このような雄の二絞型は清水

峠付近の個体群や尾瀬あるいは福島県の南西部の桧枝岐付近の個体群と同様である。 なお、 このよう

な地域変異は雄のみに見られ、雌の個体は見かけ上通常の型と全く同様である。 ところが比較的近接

している白根山系の日光地域では本種は全く見られず、白根山西部を流れる仁加又沢で得られたとい

う話を聞いたのみであるが、 筆者はその個体を検すことができなかった。 したがって一応本種の分布

は日本海側から谷川連峰まで延び、さらには武尊山を含み日光以南を避け、福島( 桧枝岐など) を通

り東北地方全域に広がっているということになる。 本種はその分布の壁が武尊一 白根間あるいは福

島南西部( 桧枝岐付近) - 日光地域に存在すると思われる。 本種がこの壁を越えられないという間

題とともに、 このような分布の縁で特異な地域型が現われることは極めて興味深い。

oシラネヒメハナカミキリ

本種はその和名の示するように日光白根山から名をとっており、加賀の白山にhak,Ls・anaという亜種
を有するが両者の関係がいろいろな話題となっている。 それは本種に極めて近縁なnaga3lan,alナガヤ
マヒメハナカミキリが福島から、また3lokoyamaiヨコヤマヒメハナカミキリが八ヶ岳から、いずれも
独立種として扱われており、 さらにはそれぞれの中間地域でどの種にあてはまるものか非常に判断し

にくい個体群が分布していることが原因している。

武尊の個体群は雄交尾器の形態、およびその他の一般形態に全く差が見られないことから、先にリ

ストで上げたようにobscuriorであるo しかし種以下の地域的な変異においては雄の腿節の色彩に顕

著に現われる。 すなわち白根山系の日光地域の個体では肢のすべてが黄褐色 ( 原型 ) であるのに対し、

武尊では中後腿節が顕著に黒化する( アジ黒型)。 武尊において筆者が検した数10個体中例外は l 例

であり、 白根山系では700~1500個体中に1 個体の例外が現われる程度である。 筆者の検したところ

によれば、 この地域型もm,.ωa,の変異の現われ方とよく似ており、雄のみに現われ雌では白根山系の
個体と区別ができない。 また、谷川山系および尾瀬においてもこの( アジ黒型 ) 地域型が現われる点

もよく似ている。 したがってobscur iorの原型 ( 雄の肢が決して黒くならないオリジナルなタイプ)
の個体群は白根山を中心とした白根山系の日光地域にのみ分布し、 周辺地域の尾瀬、武尊から谷川連

峰にかけては地域型 ( 雄の肢が黒くなるタイプ) を現わす別の個体群( デー ム ) が生息している。

以上のように武尊山は白根山を中心とする日光地域と他の近接した地域を考えるうえで非常に重要

な地域であるといえるだろう。
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要約

1.  武尊山は日光の中心である白根山からも新潟県境に連なる谷川速峰からも独立しており、なおか

つ両者のほぼ中間に位置する。

2. 武尊 ( 本調査地点周辺 ) のPido,ua相はmasaki ,、 maeu,h tho n 、 grai iatna に代表されるよ

うなブナ帯のPidoaia相であり、 te.s・tacea、 ms・utu ra ta、 obscu.r iorのような針葉樹林性のP,d,o-
n,aは極端に少ない。
3.  武尊山はn,ωalおよびobscun orが特異な地域型を現わすという特殊性から、日光白根山よりは
むしろ谷川連峰、尾瀬あるいは福島南西部 ( 桧枝岐など ) と関係が深いと考えられる。

4.  以上のことから、 武尊山はm, - ,およびoiscunorの種の持つ分布域や種内変異の問題、あるい
は山頂付近のシラビソ・ オオシラビソ群の原生林に ,nsutuntaとha3lasんi ,のどちらが生息している
のかなど興味深い事がらを多く秘めている。

末筆ながら本調査にあたり積極的な御協力をいただ、, 、た柴田考尚、 林良一、 楠嘉博、 鈴木互、 小野

寛昭諸氏に深く感謝する。
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北海道のPLdon1,a ( ヒメハナカミキリ属)

神田 英、冶

について

「On the Genus P idon ia (Coleoptera, Cerambycidae) from Hokkaido」

By E i z i KA ND A

北海道のPidonia属は次e') 2 種しか分布していないとされている。 すなわち、 P idonia pu,n ioiフ
タオビノミハナカミキリ ( 図1 A ) およびPidon.ia an - ataセスジヒメハナカミキリ ( 図2A, B )
である。そのうちP am_ataは全道各地に広く分布しており( 図3 ) 、いたって普通種であるo し
かし、P. puzi ioiについては、Matsushita(1933 ) に、' Holdaido(Moiwa, J-ozankei ) ”とあり、
また玉質(1943 ) では' 少なくはあるが、道南各地に発見せられるし一一 ”という報告がある以外、
その後の長瀬・ 石田( 1970) 、石田・ 青木( 1973 ) 、斉藤ら( 1975 ) 、佐々 木 ( l978 ) などの道央を

中心とした記録を見ても採集されたという報告はない。 また、北海道大学農学部昆虫学教室所蔵標本

のMatsushita Col lectionの中にもP. puziioiの標本はなく、  もっかのところ疑問種と思われるも
のであるo

P. puzi ioiはP testaceaニセフタオビノミハナカミキリ (図IB )に近似種で、 一般にほとんど区
別しにくいものであったが、最近窪木( 1978 ) は、両種の区別点として輪翅の長さ、鞘翅の毛の形態

と密度及び触角第 3 節と第4 節の比で容易に分けられるとしている。 またP t - aceaが主に中山~

亜高山帯に、P. puzi ioiはそれよりも下部に生息しているという。そしてP・ testaeeaは、本州中
部山岳地帯を中心にその周辺地域に狭域的分布をしており、 P. pu.zi ioiは本州、 四 九州などかな

り広域的分布をしている。 その訪花植物は本州では主にガマズミ ( V iburanum d, iatatum,) やガクウ

ツギ( ayd,ran,goa sea en.f )、またャマアジサイ、サワフタギ、カェデ類等の花からも採集されている。
宮部 ( 1935 ) は、北海道のフロラについて 地質学上の石狩低地帯は、北海道植物区を二分する重

要な境界であり、これより西南部は温帯性フロラ、東北部は亜寒帯性フロラが主となっている。西南

部地方は、さらに黒松内低地帯( 長万部一黒松内一潮路) により「黒松内以南一北海道西南部」と「

黒松内以北に在る北海道西南部地方」に二分される。 前者にはブナやヒノキアスナロなどの純林がみ

〔表1 松下コレクションの北海道産Pidonia〕
〔Table t. The p i don i a species f rom Hokkaid15 of Matsushi ta

Co l l ec t i ons . 〕

Spec ies Loca l i ty Da t e Co l l .
P. puz i1oi Sapporo Moiwa,

?

Ma t sush i t a
Jozankei )

P amen t a ta Hokkaid15 -      -

P debi i is Hokkaid-o,Yubar i  ?1u,1935 Mat sush i t a
p . obsou:r jo r (Ie)? Hokkaid5,Yubar i 8/、n,1934 S・ Hi rayama
一 - ・ ・ - 、 - ・ 一 一 ・l ・ ・ 一 一 ・ ・ _ 、 、 _ ・ _・ 一 ” ・ ・ つ つ

r 9 .L IJ IJ 」.じ 0 」. 」. 」. -i n o .K K a ◆ a 0 . , u o a r i
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l
1 . 5mm

図1 A : フタオビノミハナカミキリ (1ai木 場西川産)   B : 二セフタオビノミハナカミキリ
(群馬 金精 産) C : 二セフタオピノミハナカミキリの精理の毛 〔Fig. 1. A : Pidonia

puz i1o t from Yunishigawa, Tochigi Pro f.; B : Pid n ia tes ta cea from Pass Konsei,
Cunma Pro f.; C : Ely t r )n ha i rs (、f P tes tacea 〕

11mm

10

A

1

図2 A : セスジヒメハナカミキリ (北海道 i良野市量 産)
〔Fjg 2. A : P i do n ia a ne , i t a t a f r om Rokugo, Furano Ci ty
B : Ptdon ia amentata f r om Tottabetu, Hidaka, Hokkaido〕

B : 同上( 北海道日高戸前lu産)
Hokka id,,; (left), (r ight)
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図3 セスジヒメハナカミキリの分布図 l l・lg. :1. 1 ) i・t ributi、n
ma p l、f 1'. ( , l,,I t(t ta T1、(, reg i(、n ,, f d i ・f r i t、ut i、n hatcl、l、d 、、,i t

(,bl i,tut, l ines .

られ、本州フロラの延長とみられる

のに対し、後者のフロラには、 なお

多くの南方要素がみられ、ー一 ”と

述べており、また河野( l955 ) は、

チョウ類、アブ類の分布を例にとり、

北海道の昆虫分布境界線として札幌

低地帯 ( 内陸で更期積算温度の高い

上川平原も含まれる ) を挙げ、 植物

分布境界線の石狩低地帯と同様に、

北部温帯性の昆虫と亜寒帶性昆虫と

の間衡帯になっているという。 した

がって、 植物相や昆虫相共にこの地

域には本州との共通種を数多く産し,
p. pu,z, io,の代表的訪花植物であるガマズミは道南から日高地方にかけて分布している。 また トチノ
キも札幌付近まで分布しており、黒松内( 図3 ) には本邦北限のブナ林が在る。 したがってP. pu-
z, io,.の生息環境は十分あると思われ、道南や道央に分布する可能性は大きい。
下山(1963 , l964 b)は、青森県のP,don,aについて上記2 種を含めP deb,1, s 、 P d , .feo i da i , s

P. japon,ca、 P m , u, a , 、 P. s・ign, fora、 P macu,1, thorarの8種を報告し、また青森県立郷土館
( 1973 ) によれば同県津軽半島西北部山塊からP deb,Zts、 P m, u;a l、 P. i n.s・u t, -a ta、 P ・ .s・i -

g,nifera、 p. Japon,ca、 P am _ fa ta、 P. z,. io,,の 7 種が報告されている。 したがって津軽海

峡で隔ってはいるもののこれらの種も分布する可能性も十分考 えられる。

以上北海道には前述の2 種しか記録はないが、Matsushi ta Col lectionの標本の中に北海道産と
思われる標本が若干あったので、 ここに参考までにその種類( 表 l ) を紹介しておく。 なお、 Ma -
tsushi ta Col lect ionはラベルが一様に印刷されており確実性の点で欠けるため、その中でもやや信
性があると思われる手書きラベルのみ選んだo表 l のP. obscur iorとP g,,.bbicoi i ,s と思われる

ものはまず北海道に分布する可能性はないと思われる。

最後に、 貴重な文献・ 資料並びに御助言を賜わった北海道大学農学部昆虫学教室の青木重幸氏に感
謝の意を表する。

引用

青森県立郷土館 ( l973 ) 津軽半島西北部山塊の自然調査、第l 次調査概要; 青森県立郷土館報,
l : 1 - 15.

石田浩司・ 青木重幸 ( 1973 ) 札幌産力ミキリムシ科目録; HORNET ( l l ) : 19- 30・
河野広道 ( l955 ) 北方昆虫記; 檢書房, 札幌: 6十157・
窪木幹夫( 1978 ) 日本産Om.phazodera亜属の再検討; 日本昆虫学会第38回大会講演要旨: 16-
Mat sushi ta" M. ( l933 ) Bei t rag z u r kenLntnis Cerambyciden dos Japanischen Re ichs

J I . Fac. Agr. Hokkaido Imp. Univ. 34 :157 - 445.

宮部金吾 ( 1935 ) 北海道のフロラに就て ; 日本学術協会報告,  10 ( 4 ) : 807 - 906・
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長瀬良一 ・ 石田浩司( 1970) 札幌産Beet les ( 甲虫類 ) について( II ) , 力ミキリムシ科; HO-
RNET ( 8) : 1- 38.
斉藤龍司・ 鈴木茂・ 鈴木敏春・ 北l島直之( 1975 ) 1973 - 1975 ( 北海道産ヵミキリ採集記録) ;
エ ゾカ ミキリ : 1 - 51 .

下山健作 ( 1963 ) 青森県、特に十和田湖周辺のカミキリムシの生態( 1 ) ; 昆虫学評論, l6 ( 2 )
: 67 - 76.

- (1964 b ) 青森県、特に十和田湖周辺の力ミキリムシの生態( 3) ; 昆虫学評論, 17
( 2 ) : 77 -84.
佐々 木恵一 ( 1978 ) 札幌市近郊の花に集まる天牛について ; 夷白!味, 8 ( 1 ) : 41 -48.

玉貫光一 ( 1942) 日本動物分類, 天牛科2 花天牛亜科 ( 昆虫綱一將翅群 ) , 三省堂, 東京 :
l - 251 .

( 〒 l 84 東京都小金井市貢井北町3 - 2 小金井公務員住宅26 - 48 )
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日時: 1978年11月20日(日) 午後0 : 30~ 7 : 00
場所 : 東京駒場・ 筑波大学付属中学校

。講 演

高桑正敏氏「日本と台湾のPotl,yne」
斉藤秀生氏「 ヵミキリムシのGeni tal iaについて」
°同定会 ( 順不同・ 敬称略)
コ' ミムシ科 ( 森田誠司 ) 、 オサムシ科 ( 小宮次郎・ 奥村尚 ) 、 コガネムシ科 ( 石田正明 ) 、 クワガ

タムシ科 ( 境野広行 ) 、 ジ , ウカイポシ科 ( 小野寛昭 ) 、 コメツキムシ科 ( 鈴木互 ) 、 ゴミムシダマ

シ科( 近藤蔵昭) 、ハナノミ科( 高桑正敏) 、カミキリムシ科( 草間慶一 ・ 露木繁雄・ 小宮次郎・ 高

桑正敏・ 藤田宏 ) 、 ヒメハナカミキリ類( 斉藤秀生) 、ハムシ科 ( 小宮義 )、 ゾウムシ科( 江本健一)

本学会3 回日の総会は1977年と会場を同じく した筑波大学付属中学校 ( 当時の東京教育大駒場中学

校) の一室を借りて1978年11月12日( 日 ) 午後12時から7 時にわたって、開催された。 当日は穩やか

な秋日和に恵まれ、 違来からも出向かれた方々 も多く前回にも增した大変な盛況振りであった。 150
名近くは収容できるという大講義室が狭く感じられたほどであるから驚かずにはいられない。 唯一の

甲虫専門学会の年1 回のお祭り行事という慣習もようやく全国の甲虫愛好家の間に定着してきたかの

ようであるo

草間慶一会長の開会の言葉により始められた会は、事務局からの会計報告に続いて本会より日本産

及び台湾産のカミキリムシ科の2 冊の図鑑を発刊するという具体的な説明がなされた。 このような会

の発展を約束する当局の前向きな計画に対して満場から拍手をもって御同意を頂いたのは言うまでも

ない。

その後の2 つの講演はその詳細については例によって本誌上に講演者よりその概要が紹介されてい

るので省くが、これまでになく聴衆の反応も敏感で質問も盛んに行なわれていた。 とりわけ1 部の宴

会仕掛人が本総会の席を忘年会にしてしまおうと交尾器に関する卑下た質問を投げ掛けるといった光

景も見られたが、 これは巧みに講演者に されてしまい場内は爆笑の渦に包まれた。 このような場面

に対する識者の多少の誹りはともかくとして、私個人としては会を和やかに進めるうえで無意味なこ
とではないと思う。

もう恒例となった休憩後の同定会はこれを日的に来るという方もあるくらいで本会の呼び物のひと

つとなってしまった。 今回も熱心なアマチュア研究家の箱の中から新種新亜種や思いがけない新分布
の記録が出たに違いない。 同定に労を致いた専門家の方々 にとっても何らかの意義があったと期待し

ている。
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こう して第3 回総会は盛会のうちに幕を閉じたわけであるが、 3 年前の第1 回目の際狭苦しい場所

であわただしく行なわれたことを思うと、いかに現在余裕を持って開かれているか、その成長ぶりに

は感心してしまう。運営者側が慣れてきたということもあろうが、これもひとえに会員諸氏の御指導

御協力の賜物と信じている。 今後ともかわらぬ御援助をお願いしたい。

なお、当日の出席者は次のとおり。 ( 五十音順、 敬称略 )
郎

男

晃

四

雄

一

 

樹

士

駕

速

一

 

彦

嘉

男

夫

也

真

小

正

健

直

恵

田

教

克

良

正

秀

宣

康

木

藤

本

倉

笠

保

藤

木

比

込

岸

川

青

伊

江

小

衣

久

郷

近

鈴

多

中

根

二

森

石川啓吾

伊藤弥寿彦

大木  裕

小野寛昭

絹川 通

久保田雅久

郡山信夫

近藤茂昭

鈴木 亙

田村隆宏

中村誠治

浜口正博

穂積俊文

森田誠司

石川 豊

井野川重則

大桃定洋

笠原須磨生

木下富夫

久保田正秀

小林一之

斉藤秀生

妹尾俊男

塚原一秀

中村 光

林 良一

細野典明

安永一正

留

明

英

隆

男

夫

雄

昇

香

野

満

之

男

年

雄

正

佳

原

忠

義

美

博

克

英

秀

田

村

笠

藤

村

谷

林

井

尾

崎

村

井

江

田

石

今

小

加

木

熊

小

酒

田

津

中

平

堀

矢

伊藤 淳

今村隆一

岡田守男

神垣匡伸

日下部良康

粂久仁雄

小林裕和

酒井和広

高桑正敏

坪井俊久

中山不器

平野幸彦

堀口 徹

矢野立志

武

一

 

尚

夫

一

 

治

郎

利

子

夫

也

人

信

子

俊

幹

慶

誠

次

泰

明

雅

達

洋

俊

泰

藤

野

村

坂

間

川

宮

田

須

山

里

山

本

本

伊

上

奥

上

草

黒

小

柴

高

速

新

平

松

山

日本と 台湾のPothyne属について

美

武

秀

之

博

彦

一

一

 

康

典

宏

達

紀

好

一

 

嘉

良

義

喜

昭

保

藤

野

田

田

沢

宮

水

智

尾

山

田

田

伊

上

奥

川

楠

黒

小

清

武

長

西

藤

峰

和

高桑 正敏

日本のP o tんy,,e 属の種については、 種名が混乱されたままなう えに種関係についても疑問があった
ので、 台湾産も含めたそれらを私なりに検討してみたところ、次の結果が得られた。

1)日本にはヵスリドウポソ系、タテスジドウポソ系、 シロスジドウポソ系、イマサカドウポソ系の

4 系統が分布する。

2)台湾にはヵスリドウポソ系、タテスジドウポソ系、 シロスジドウポソ系に近い1 種の3 系続が分

布する。

3)ヵスリドウポソ系は、日本では八重山諸島のuari ,gata ya1yey,,,mana、沖總本島のa iboiat - -
i,s、 奄美諸島のhaj,a.sんi,.の計3 種が知られていた力:、台湾産も含めこれらはすべて同一種とした方
が妥当である。 またaZboiate rai,.s・は白化の著しい個体に対して命名されたものだが、 これは他の沖
總本島産のものと同種である。 なお沖永良部島産は別亜種として認識されることが望ましい。

4) タテスジドゥポソ系は明らかとはならなかったが、おそらく台湾中北部より琉球にかけての1 種、

台湾南部の l 種.formosaMの計2 種。
5)シロスジドウポソ系は沖總本島・ 奄美諸島以北の一aoea、沖永良部島のnobu,01、宮古島のmi -
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koe,,s・,s 、 与那国島のvena gun,,ens,s・が知られていたが、 これらにアンテナの長短かつ細太などの

差はあるものの、 それらの個体差の大なること、 および互いの関速を考えれば、 すべて同一種とした

方が妥当である。なお、石垣・ 西表両島に分布するものはアンテナの長いタイプ。

6)イマサカドウポソ系は与那国島、石垣島北部、宮古群島伊良部島に分布する i ,nasaka, l 種のみ。

7) 日本ではタテスジドウポソの種名にa iboZin - aを使用してきたが、  a?bo?in - aは台湾に分布
するシロスジドウポソ系に近い1 種のことであり、八重山産に対してはchoco.Zato,dos・を使用すべき
である。 ただし、宮古島産は八重山産といくぶん異なる。

8)オキナワドウポソ l i t, - i taはタテスジドウポソ系o Chocoiatoides との関係は不明だが、おそら

くは同一種であろう。

9) 日本ではシロスジドウポソの種名にs・, iaceaを当ててきたがこれは誤りで、 anmZataを用いるの
が正しい。

10) s i iaceaの特徴は i mas・aka,のそれとほぼ一致し、 混乱を防ぐために両者を同一種として扱わざ
るをえない。

11 ) l978年10月の日本昆虫学会大会席上で九州大学の根原寛氏が琉球のP o tんyneについて講演され、
上記のうちでは特に5) と9) 、  10) の点について私とは逆の意見を述べられた。

以上の詳細は月刊むし( 94 ) : 3- 8 ; (96 ) : l5 - 20 に紹介されているので参照願いたい。

カミキリの交尾器 (Genitalia) について
斉藤 秀生

演者は「ヵミキリの交尾器について」と題し、下記のような3 点について講演した。

1)  カミキリムシ科のGeni tal iaに関する研究の現状と今後の間題点。
2)  Genital iaという部分の形質 ( Character ) の重要性について。

3)  今後の交尾器の研究と形質の評価

カミキリムシ類の雄交尾器は日本で近年になってやっと原記載などに図示されるようになったが、

まだまだ少なくその形態学的研究は、江原(1954 ) 、中根( l954 ,1955 )、中根'大林(1957 , l959 )
などで知られるのみであり、外国の論文を見てもBordas ( 1899 ) などがあるが決して多くはない。

また雌交尾器にいたっては、西尾( 1957 ) などでごくわずかに図示されているが、ほとんど扱われて

いない。鞘翅目全体として見ると交尾器を扱かった論文は、雄交尾器の形態一 Sharp&Muir (1912 )、
雌交尾器の形態一 Tanner (1925 ) 、雌雄交尾器の用語一 Lindroth (1957 ) 、昆虫類各目の交尾器の
形態と用語( 將翅日の部分) - Lindroth & Palmen (1956 ) 、腹部一般の形態一Matsuda昆虫の形
態一 Snodograss ( 1935 ) など教科書的なものがぃくっかあるo
カミキリムシ科のGenital iaは常翅日の中ではコメツキムシ ' タマムシ科などの三片型( t ri te -

bete type )、オサムシ・ ハネカクシ科などの( articulate type)、ゴミムシダマシ、ハナノミ科
などの( vagjnate type ) に対し、馬乗型( annulate type ) に属し、ハムシ' マメゾウムシ科など
のハムシ主科およびォトシブミ・ ゾウムシ科などのゾウムシ主科と同様である。また、  コメツキモド

キ・ オオキノコムシ科などもよく似た形態をしているo
Genl tat Iaの各部分の名称については、 翅日の中においても、 各科によって相同の部分であるに
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もかかわらず異なることが多い。 例えば、ヵミキリムシ科において通常'' Median lobe と呼ばれ

ている部分( penis ) はマメゾウムシ科ではu Median lobe” ( Johnson,1970 )、 ハムシ科では
Aedeagus” ( Samuelson, l973 ; S obeyer , l969 ほか) 、  ゾウムシ科では'' Phal lus ( 0'

Brjen, lg70) 、 オオキノコムシ科では'' Median lobe”( Cbiij-0 ,1969 ) 、  テントウムシ科では
sjph0” ( Sasaji ,1971 ) となっている。また、より詳細な部分については特にこれといった名
称がない。

以上のようにカミキリ類のGenitaliaの研究を行なうには、実際にはまだまだ不充分な部分が多く、
Genl tat i aの各部名称や個体変異および地域変異などぃくっかの問題点があるので、 前段階と してこ

のような諸間題を解決するための予備研究を多く重ねなければならないと考える。
なお、当日出席された方には、 ヨツスジハナカミキリの雄交尾器の詳細図、  ミヤマカミキリの雌雄
交尾器の図および一般的なヵミキリのGenitaliaとその名称を記したプリント( A4 版、 3 枚) を配
布した。

末筆ながら、 本題を講演ずるに当って積極的な御協力をいただいた東京農業大学昆虫学研究室の楠
嘉博・ 高須明子両氏に心から御礼申しあげるとともに、講演後たいへん参考になる御意見、御指摘を
いただいた小宮次郎、郷違両氏にも深く感謝する。

日時: 1979年l l月18日 ( 日)   午後0 : 30~6 :30
場所: 東京駒場・ 筑波大学付属中学校

。講演

安田幸夫氏「渡島半島低地のオシマルリオサムシ」

鈴木 互氏「 o a k,a属およびその近縁のグループについて」

斉藤秀生氏「台湾のP,donia属の類縁関係について」
第4 回を迎えた今年度総会は甲虫談話会との初の合同総会として行なわれたため、 例年にも增して

賑やかな会となった。 両会双方の会員である方もかなりの人数にのぼることでもあり、関東の2 つの
会の親陸をはかる意味からもこういった企画は今後とも折に触れ続けていきたいものである。
談話会側の代表として渡辺泰明氏、続いて本会から草間会長、 衣笠副会長、穂積名古屋支部長の恒
例の挨拶の他、今回は黒佐和義博士と江田茂、長尾康、深町宗通の各氏からもそれぞれ御挨拶をぃた

だぃた。

穗積名古屋支部長の挨拶中、カミキリの県別分布記録についてのお話は近年急增しているカミキリ

屋の盲点を突く内容で、大阪府・ 山梨県のウスバカミキリや、群馬県のゴマダラ、キクスイカミキリ
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が( 今年4 月の時点で) 文献上未記録というのは普通種は記録されなぃとぃう好例 ? であり、 驚く と

共に反省させられる点である。 黒佐和義博士のタニグチコブヤハズやァカイロニセハムシハナ発見の

際のいきさっや、近年御研究中という甲虫につくダニに関するユーモラスなお話も興味深く間かせて

いただいた。江田茂氏の、中南米の大型ヵブトムシ類の地理変異や北米のカミキリ類が西海岸、東海

岸でそれぞれ特化しているというお話には、 我が国の狭い国土内でのそれとはまた異なった規模での

昆虫類の分化を感じさせられた。

会務報告では鞘翅日学会側からは台湾および日本産のカミキリ大図鑑の発行に関する報告があった

が、 当初の計画とは逆に日本産の方が先に作製されることとなった。 発刊は今秋が予定されている。

なお、甲虫談話会側からは日本産甲虫目録の本年度発行分( ハムシ科、 カミキリムシ科、 コガネムシ

科 ) に関する報告がなされた。

例年行なわれている講演は、今回は北海道の安田幸夫氏による「渡島半島低地のオシマルリオサム

シ」、東京農大の鈴木互氏の「Cs,k,a属およびその近縁のグループについて」、それに斉藤秀生氏の
「台湾のP,don,a属の類縁関係について」、の3 題が演じられた。安田氏の御研究は渡島半島に於け

るォシマルリオサの詳細な分布と変異状況およびォォルリオサムシとの関係について多彩な標本を示

しながら解説されたものだが、 この内容とほぼ同様の論文が先頃月刊むし5 月号 ( 111 号) 誌上に掲

載されたので、美麗なカラーグラビアと共に御覧になった方も多いかと思う。 鈴木氏のコメツキ、斉

藤氏のP ,don,aの研究はそれぞれ長年に渡り続けてこられた一貢した研究姿勢の一端を示すものであ
り、特に斉藤氏が近年、雌のそれを含むハナカミキリ類の生殖器の機能やその部分ごとの形質評価を

研究上大きなテーマとされていることなど、深く興味をそそられるものであった。

近年の総会の特色として、学生を中心とした若手の参加が年ごとに多くなってきているが、講演に

せよ、同定会にせよ、 この様な会は若手甲虫屋にとって諸先輩方から様々 なことを学びとる絶好の機

会であり、臆することなく、質問等積極的に行なって欲しいと思う。 幸いにして本会にはベテランも

若手も分け隔てなく交流できるという気風があるのだから。 また、 専門家やベテランの方 に々は、 私

を含め若手の日頃からのぶしっけな点、不勉強な点等深く御詫びすると共に、 今後も変らず御指導い

ただけるよう、 この場をお借りして、改めて御願いさせていただく次第である。

なお、 当日の出席者は次のとおり。  ( 五十音順、 敬称略 )
保

吾

之

広

男

博

一

 

輝

満

也

通

信

志

久

啓

康

義

忠

嘉

龍

邦

達

宗

俊

裕

井

川

田

田

藤

本

賀

崎

里

町

本

崎

新

石

上

小

加

補

島

須

津

新

深

松

山

新井孝雄

伊藤正雄

江本健一

小倉直樹

笠原須磨生

黒佐和義
柴田泰利

妹尾俊男
露木繁雄

根岸秀夫

深町治応
松本忠之

横島義弘

康

淳

茂

裕

之

郎

徹

弘

夫

一

一

 

司

人

一

 

次

和

雅

良

惣

誠

徹

保

藤

田

木

田

宮

村

橋

山

田

田

島

安

伊

江

大

川

小

下

高

違

林

福

森

分

今村隆一

伊藤弥寿彦

奥田好秀

小笠原隆

衣笠恵士

斉藤秀生

塩崎容正

高桑正敏

長尾 康

林 聡

藤田 宏

山登明彦
和田

今村佳英

伊藤 武

小沼孝行

大桃定洋

草間優一

酒井 香

塩崎圭子

田尾美野留

中込正男

平山洋人

堀口 徹

安田幸夫

渡辺泰明

池田清彦

伊藤達美

大原昌宏

奥村 尚

日下部良康

境野広行

鈴木 互

武智昭一
中林博之

平井克男

本徳一彦

山本泰子

石田正明

岩崎 博

小栗太郎

神垣匡伸

粂久仁雄

沢田和宏

鈴木恭一

多比良嘉晃

中村俊彦

古見義明

穂積俊文
山上 明
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第3 回 ・ 名古屋支部例会記
穂積 俊文

昭和54年3 月11 日( 日) 愛知県産業貿易会館

3 月の第2 日曜日は毎年例会を開催することになった。 春は近く、今年の予定でわくわくしている
人も、 昨年の採集標本を整理して見て貰いたい人も、 この会合を楽しみにしていた。
今回は高桑正敏氏を招待し、 また秋山黄洋氏が昨日佐藤正孝氏宅に泊り出席して下さって、総数23
名が集まった。 今冬は暖くて平地のカェデは一週間早く、満開だろうの声が上った。
当日の演題は

野平照雄: 飛 地方の主な甲虫類

高桑正敏: Epan,a属について
であった。

飛 の森林は深く、興味深い甲虫が多かった。 しかし国有林が多く、皆伐方式で丸坊主の山となり、
その跡に針葉樹が植林されて、まったく昆虫が少なくなったと野平氏は述懐された。 カミヤコバンゾ
ゥムシがァザミの花の中に潜っている話や、  トウキ, ウトラカミキリが細枝を集めた柴に来集する話
など、採集のコッも面白く加えられて興味が深かった。

高桑氏はElnn,a属の標本が少なく、確定的なことは言えないが、分類整理の必要があるだろうと各
種の区別点や個体差など、色々 と述べられた。

講演後の記念写真撮影や、 持参標本を見ながらの虫談は熱が入り、 楽しい一時を過ごした。 例年の

ように、終了後の有志懇談会は、高桑・ 秋山両酒豪を迎えて早春の夜を楽しんだ。
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出席者氏名( アイウェオ順)
秋山黄洋 石川 豊 井野川重則 岩崎 博

坂上光一 鈴木 功 杉山 勉 高井 泰

野口善令 野平照雄 長谷川道明 別所正幸

湯沢宜久

加藤正雄

高桑正敏

細川浩司

蟹江 昇

竹内克豊

穂積俊文

第4 回 ・ 名古屋支部例会記

河路掛吾

豊嶋亮司

前嶋孝雄

穂積 俊文
昭和55年3 月9 日 ( 日) 愛知県産業貿易会館

モンシロチgウの初見ニュースが入り、ぼっぼっシーズンが近くなって色々 と計画をねる時期にな

ってきた。 あいにく雨降りで19名の甲虫愛好者が集まったが、 3 名の遠来の客があって賑やかだった。

講演 : 佐藤正孝氏、ネパール採集談

その他川原誠氏の「三重県の天牛相概略」や穂積のスライド供覧もあり、各自持参した標本を見せ

あって和やかに終った。

午後5 時過ぎから初寿司で、支部庶務連絡係の井野川氏も加つて、有志13名が懇親パーティーを行
って愉快に散会した。

出席者

鈴木 功 高井 泰 岩崎 博 佐藤正孝 水谷高弘 川原 誠 河路掛吾

加藤昭見 坂上光一 平田滋宜 白井勝己 竹内克豊 湯沢宜久 斉藤孝夫

豊島亮司 穗積俊文 沢田佳久 ( 京都府城陽市 ) 吉川 賢 ( 米沢市 ) 石川 豊 ( 松本市 )

ELYTRA ・ さやばねの製本を予定されている方へ

「ELYTRA , さやばねもそろそろ総目次を作った方がいい一 - 」というお間い合わせ
が增えてきましたが、ELYTRAの総目次はVet .10発行後( l982年) 、  さやばねの総目
次は 10発行後( 年度未定) に出したいと予定しています。製本するにはちょうどよい厚

さになると思われますので、製本を予定されている方は総目次の発行までお待ちになった

方がよいと思います。 ( 編集部 )
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日本鞘理目学会 ・ 会員動静

新入会11
会i t番号 iィ 名 郵使1ff '

(1978年6 月2 日~1979年5 月 l 日)

所
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。退会

認定退会 : 本会も創立から8 年目を迎え、 そろそろ長期会費未納者が日立ってまいりました。 数回

の通知にもかかわらず1980年5 月1 日現在、  1978 年度以前の会費を滞納されている方

は残念です が認定退会扱いとさせていただきました。

なお、 復会には未納分の会費と入会金500円を必要と します。

。寄付
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°維持会員

※以上の方々 から寄付金および維持会員会費をいただきました。 御協力を厚く感謝いたします。

( 会計 )

会からのお知らせ ・ ご案内

昨年の第4 回総会は平常通りに開かれましたが、 E LY T R A , さやばねの発行がかなり遅れぎみ

になっていて申し訳ありません。 今号で2 回分の報告を済ませたのを機会に雑誌の定期発行を守って

いきたいと思いますが、雑誌の編集にあたる人手がいなくて思うようにいきません。 手つだって下さ

る方を募集いたします。

° 日本産・ 台湾産力ミキリ大図鑑の予定
こちらの方も発行が大幅に遅れていますが、日本産( 議談社 ) の方は1980年5月 l 日現在で、プレ

ト用の標本 ( 大型ドイツ箱48箱に収納 ) を写真家の松香宏隆氏宅に置き搬影を始めています。台湾

産の方は第4 回総会席上で報告の通り日本産の後に発行することになりました。やはり大図鑑の発行

というのは想像以上に大変なことで、当初の予定がだいぶ狂ってしまったことを会員諸氏に深くお詫

びいたします。

° パックナンバーはすべて東京通販サービス社へ /
1980年度よりバックナンバーの発送はすべて東京通販サービス社に委託いたしました。パックナン
バーのお申し込みは必ず東京通販サービス社の方へなさって下さい。 事務局の方では一切扱 っており

ませんので、絶対にお申し込みにならないで下さい。また、  1980年度よりバックナンバーの学生割引
はやめ ( 委託販売により計算が大変めんどうになるため ) 、 一律料金といたしました。

「 EL YTRA 」 Vol t l , Vol.2 .flat &2 (1973~1974年) 3冊組◆2,000 ( 〒160)
「ELYTRA」Vol.3 Nes t/ '2 「さやばね」 1 ( 1975年) 2 冊組￥2,000 (〒160)
「 E LYTRA 」 Vol .4 l & 2  「さやばね.i ./Ia2 ( 1976年) 3 冊組￥2,000 ( 〒160)
「 E L YTRA 」 Vol .5 l & 2  「さやばね_i Jta3 ( l977年) 3冊組￥3,000 ( 〒160 )
「 E L Y T RA 」 Vo l .6 JI61 & 2 「 さやばね.i .1ta4 ( l978年) 3 冊組￥3,000 (〒160 )
「 E L YT R A 」 Vo l .7 l & 2  「 さやばね」 5 (1979~ l980年) 3 冊組 3,000 ( 〒160 )

°お申し込み先 : 〒 l 56  東京・ 千歳郵便局私書箱33 号 東京通販サービス社

T E L 03 ( 426 ) 6012
郵便振替 東京0 - 73156
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収 支 決 算 報 告
( 1978年 l 月1 日~1978年12月31 日 )

収 入 支 出

前期繰越 120,1 29
入 会金 19,000
バ ッ ク ナンバ ー代 226,000
1978年度分会費 486,00 0
1979年度分会費 318,000
1979 年度以降分の会費 9,00 0
別刷 代 42,695
広 告 料 43,000
預金利子 1,361
雑収入 l,750
第3 回総会の食事代 20,00 0
( 東京通販サービス社より )
第3 回総会会員外会場費 l,500

ELYTRA Vol .5.fl62 印刷 ( 残り )   169,70 0
ELYTRA Vol .6 ./t61 印刷代 489,000
同別刷代 42,60 0
さやばね 4 印刷代 11 0,000
同別刷代 3,70 0
パンフ類コピー代 14,935
写 真代 l l,740
送 料 178,350
事務関係費 48,715
第 3 回総会の食事代 ( 130人分) 30,700
スリッパ代 13,600
雑 費 11,230
次期繰越 164,165

1,288,435 1,288,435

( 1979年1 月 l 日~1979年l 2月31 日 )

収 入 支 出

前期繰越 16 4,165
入会金 1 5.50 0
パックナンバー代 179,400
1979年度分会費 323,500
1980年度分会費 129,000
別刷代 10,000
広告料 30,000
預金利子 4 05
寄 付 2 5.5 00
第4 回総会の食事代 20,000
第4 回総会会員外会場費 90 0

甲虫談話会より送料 10,500

E L YTRA Vo l .6 2 印刷代 297,60 0
同別刷代 18,000
E L YTRA Vol .7 1 印刷代 262,000
同別刷代 16,0 00
パンフ類コピー代 10,000
送 料 133,940
事務関係費 42,630
第4 回総会の食事代 1 6,285
スリッパ代 4,900
次期繰越 107,515

908,870 908,870

さやばね Jfli 5 昭和55 年6 月20日発行
編集者 : 藤田 宏, 斉藤秀生 印刷 : 岩峰社

発行所: 日本輪翅目学会 ( 〒110 東京都台東区東上野4 - 26 - 8 福田惣一方 )
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よ り高度な蒐集 ・ 研究は文献から ./

『世界の甲虫』   < 新刊> 黒沢良彦 修 安田幸夫・ 岡島秀治 :ii

B 5, l44真, 662原図 特製版￥1,900 (〒240)

「世界のチョウ」の姉妹編で, 中学生向けの図鑑として出版されたものですが, 「世界の
チョゥ」同様, 大人向けにコ ,色のクロスを用いた特装版として1000部限定発行されたも
のです。

本書一には, 世界の主要な大型種,  美麗種, 形態・ 生態の変わった種など, 比較的標本と
しても入手しゃすい, 27科,662種が美しい原色の写真と図で,  オサムシ科からソウムシ科
までを系続的に,  その分布や特徴などとともに紹介され, 世界の甲虫を扱った図鑑では最

も収録数の多いものとなっています。
また, すべての和二和名が記され,  いままで和名の無かったものには新和名が与えられ
ています。巻末には, 学名と和名とを対応した索引があり,  各甲虫愛好者には, 是非一冊
お勧め出来る本と言えます。

『日本産甲虫日録』
第1 集1 ~ 7 黒沢良彦・ 中根整1彦・ 佐藤正孝( 甲虫i炎話会) 著

(クワガタムシ,  クロツヤムシ,  ハンミョウ,  ホソガムシ, マルドロムシ
ヒラタ ドロムシ各科) B 5 , 26頁 7冊セット ￥800 (〒l20)

第2 集8 ~14  大平仁夫・ 佐々 治寛之・ 佐藤正孝( 甲虫談話会) 著
( ドロムシ,  ヒメ' ドロムシ,  ダェンマルト 'ァ'ムシ,  コメ ツキムシ(1),
ミジンキフ.イムシ,  ホソカタムシ,  カクホソカタムシ各科)

B 5 . 28頁 7冊セッ ト ￥800 (〒120)

第3 集15~17  野付 銀, 小林裕和・ 林 医夫・ 木元新作( 甲虫議話会) 著

( コガネムシ(1),  カミキリムシ(1), ハムシ(1)各科)
B 5 . 29頁 3 冊セッ ト ￥900 (〒120)

ご注文はハ キに ・  名擦印の上  (  満 1 8才来満は保通者印)  ご注文下さい,  直ちにお送
ll いたします。代金は到着後5 日以内にご送金下さい。送料は2 冊以上になると安<
な り ま す 又1 回のご注文に￥200のiﾏ一留料を加算いたします。 (但し前金不要

おj i く の方は小社( 小田急経堂駅前) へ./ i i虫関係[ l '

常時4,000タイ トル以 l二_在庫 水Ill操・日定休・ 平日10~ l9時・
日B程l3~ l7時 JOBカード加盟店 在時リスト( 3 回分￥200)

昆虫洋書・ 地方図書は専門の小社へ

東京通販サー ビス社
〒156 東京 f a a使 私書前33号 小田a経堂ビルl2F1221l;

0 (03) 426 -6012 使般告 東京0 - 73156
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大型

4, 500円( 送料別)
中型
4, 00 0円 (送料別)

この価格は昭和51年-1 月現在のものです
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